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1.  まえがき 

プライバシーなどの理由から，ブログやSNSなどのプロ

フィールで，顔写真ではなく，自分のイメージを表現し

た似顔絵を載せることは良く見られる．また，プライベ

ートの名刺や，結婚式のウェルカムボード，マグカップ

などに載せるイラストとしても似顔絵の需要は増加して

いると考えられる．そこで，似顔絵自動生成システムを

作成することを目指す． 
似顔絵とは，人物の容貌や特徴をとらえて，あるいは

デフォルメして描いた人物画である．本報告では，人間

の感覚を反映し，かつ，トレース画の変形によらない似

顔絵を自動的に生成するシステムを検討する．顔画像か

ら抽出される特徴点の場所や数は，生成される似顔絵の

品質に影響を与えると考えられる．また，特徴点と品質

の関係を実験的に検討した結果を示し，考察を加える． 

2.  従来の似顔絵作成方法 

先行研究の多くはS.E.Brennan[1]によるものを基にしてい

る．これは顔写真をトレースした線画を，「平均顔」と

の差分を用いて線形な変換によって変形するという方法

である．しかし，人間の感覚と物理量の間に非線形な関

係があることが知られているが，このことが考慮されて

いない[2]．または，あらかじめ用意しておいた複数の顔パ

ーツから，適当なものを選択し，似顔絵を作成する[3]．し

かし，表現範囲が顔部品データベースの大きさに依存す

る．そこで、筆者らは既にニューラルネットを用いて似

顔絵を顔画像から自動的に生成する方法を提案した[2]．し

かし，高品質な似顔絵が得られる条件は明らかではなか

った． 

3.  提案システム 

3.1 似顔絵システムの概要 

図1に似顔絵生成の流れの概要を示す．まず，Active 

Shape Models（以下，ASM）を用いてサンプル顔画像から

抽出した顔特徴量を入力信号，イラストレータが描いた

サンプル顔画像の似顔絵を教師信号として，誤差逆伝搬

法を用いて階層型ニューラルネットワークの学習を行う．

その後任意の実顔画像に対してASMにより特徴点を抽出

し，前述のニューラルネットに入力し，似顔絵を自動的

に生成する．本論文では，ASMより顔画像から抽出され

 

る特徴点の場所や数，およびニューラルネットの入力層

ユニットの貸すを変えて生成された似顔絵の品質を検討

する．扱う似顔絵として，図2に示すように，顔の眉，目，

口と顔の輪郭を主体に描いたものと限定する． 

 

図1 似顔絵生成の流れ 

 

図2 似顔絵 

3.2 特徴点の取得 

顔の眉，目，口と顔の輪郭の特徴量を求めるために，

ASM を利用して図 3 に示すような特徴点を自動的に抽出

する．ここでは，両瞳を結んだ線分の中点を中心とし，

線分の長さをと 1 する座標系を設定し，輪郭の点の中心か

らの距離，瞳の半径，眼球の半径，目尻の輪郭からの距
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離，目の間隔，目の縦幅および横幅，目の傾き，眉の太

さ・角度・位置，口の横幅と位置などの特徴量をニュー

ラルネットへの入力値として使用する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 ASMより顔画像特徴点自動抽出 

3.3 似顔絵の学習 

似顔絵の学習については図 4 に示すように，ASM より

取得した特徴量を入力，イラストレータに作成させた顔

画像に対する似顔絵を教師として，階層型ニューラルネ

ットワークに誤差逆伝搬法を用いて学習を行う． 

 

図4 似顔絵の学習 

4.  実験 

本報告において用いるニューラルネットのパラメータ

としては，学習係数（η），モーメント係数（α），入

力層ユニットの数，中間層ユニットの数，出力層ユニッ

トの数，および学習終了条件である．高野らの研究[2]によ

って，学習終了条件をE≦0．045，学習係数を1，モーメ

ント係数を0．8，中間層のユニットの数を60，出力層の

数を21に固定する．現時点では，原点を中心とした回転

度θを変化させて等角度で輪郭の特徴点を取得する．取得

した特徴点の原点からの距離をそれぞれ計算し，特徴量

としてニューラルネットの入力に使用する．今回は輪郭

の特徴点を11点，15点と21点それぞれ抽出し，似顔絵の

出力例を図5，図6に示す．一行目の画像それぞれは元顔

画像，輪郭が11点の特徴点画像，輪郭が15点の特徴点画

像，輪郭が21点の特徴点画像である。二行目の画像それ

ぞれはイラストレータにより描いた似顔絵，輪郭の特徴

点の数が11の時の出力似顔絵，輪郭の特徴点の数が15の

時の出力似顔絵と輪郭の特徴点の数が21時の出力似顔絵

である． 

 
図5 似顔絵出力結果1(元顔画像をdefocusして表示) 

 
図6 似顔絵出力結果2(元顔画像をdefocusして表示) 

5.  まとめ 

抽出される顔輪郭の特徴点の数が違うと，生成される

似顔絵の輪郭に大きく影響を与えることが分かった．な

お，輪郭の特徴点の数を変化させることによって，生成

した似顔絵の眉，目と口などの形状にも影響があった．

また，輪郭の特徴点の数が多くなるにつれて，生成した

似顔絵の輪郭はイラストレータが描いた似顔絵に近くな

る傾向ではない．  

今後の課題として，本システムにおいては，顔の輪郭

だけではなく，眉，目と口などに対して抽出される特徴

点の数を変化させて，特徴量を検討し，実験を行う予定

である．また，教師として用いる似顔絵については，一

人のイラストレータが作成したもののみを用いているた

め，学習される感覚は，一般化されていない．今後は，

より多くのイラストレータのサンプルを学習に使用する

ことで，普遍的なものにする必要があると考えられる． 
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